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資
料
報
告

本
誌
第
五
四
号
に
中
井
家
葬
儀
記
録
の
内
、
中
井
竹
山
葬
儀
記

録
を
紹
介
し
た
が
、
今
回
そ
れ
に
引
き
続
い
て
、
中
井
甍
庵
．
甍

庵
夫
人
・
中
井
蕉
園
の
記
録
を
翻
刻
す
る
。
こ
の
三
人
の
記
録
は

前
回
に
も
記
し
た
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
文
書
か
ら
な
っ
て
い
る
。

日
中
井
甍
庵
葬
儀
記
録

①
焼
香
次
第
（
仮
題
）

③
葬
列
供
役
人
名
書
付
（
仮
題
）

③
葬
儀
行
列

句
墓
碑
見
取
図

⑮
-
―
一
虞
朝
夕
莫
品
案

□中
井
梵
庵
夫
人
葬
儀
記
録

①
貞
範
媚
襄
事
記
（
下
書
）

③
貞
範
媚
襄
事
記
（
浄
書
）

中
井
甍
庵
．
甍
庵
夫
人
・
中
井
蕉
園
葬
儀
記
録
同 同
一
冊
一
冊

二
枚
二
枚
一
紙
二
枚

横
帳
一
冊

中
井
梵
庵
．
梵
庵
夫
人
・
中
井
蕉
園
葬
儀
記
録

国
中
井
蕉
園
葬
儀
記
録

①

文

明

先

生

襄

事

録

同

一

冊

た
だ
し
右
の
内
、
驚
庵
葬
儀
の
「
三
虞
朝
夕
莫
品
案
」
お
よ
び

梵
庵
夫
人
葬
儀
の
記
録
下
書
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

中
井
驚
庵
は
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
六
月
一
七
日
、
六
六
歳

で
歿
し
た
。
懐
徳
堂
官
許
化
の
中
心
的
功
労
者
で
あ
り
、
三
宅
石

庵
歿
後
、
享
保
一
五
年
（
一
七
三

0
)
末
か
ら
歿
す
る
ま
で
の
二

八
年
間
、
第
二
代
学
主
兼
預
り
人
と
し
て
懐
徳
堂
の
危
機
衰
退
期

を
独
力
で
支
え
、
竹
山
•
履
軒
の
父
と
し
て
次
代
の
隆
盛
を
も
た

ら
す
基
盤
を
つ
く
っ
た
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
（
拙
稿
「
中
井

甍
庵
」
本
誌
第
五
五
号
）
。
た
だ
し
か
し
、
み
ら
れ
る
よ
う
に
甍

庵
の
葬
儀
記
録
は
簡
略
な
も
の
で
あ
り
、
後
の
よ
う
に
整
備
さ
れ

た
詳
細
な
も
の
で
は
な
い
。
会
葬
者
や
香
儀
の
記
録
は
失
わ
れ
た

小 山

堀中

1
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中
井
甍
庵
．
甍
庵
夫
人
・
中
井
蕉
園
葬
儀
記
録

も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
こ
の
簡
略
さ
は
当
時
の
懐

徳
堂
の
状
況
を
一
定
程
度
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
晩
年
、

五
井
蘭
洲
の
協
力
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
同
志
の
脱
退
・
死
歿
の

中
で
、
一
人
で
運
営
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
態
勢
が
示
さ
れ

て
い
よ
う
。
の
ち
の
記
録
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
町
人
同
志
に
よ
る

組
織
的
な
葬
儀
の
取
仕
切
り
と
い
う
様
相
は
う
か
が
わ
れ
な
い
。

甍
庵
夫
人
は
や
（
破
液
あ
る
い
は
早
と
表
記
さ
れ
る
）
に
つ
い

て
知
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
柩
に
書
か
れ
た
文
に
よ
れ
ば
、
植

村
六
左
衛
門
の
娘
と
し
て
正
徳
二
年
(
-
七
―
二
）
一

0
月
一
九

日
に
江
戸
で
生
れ
た
。
植
村
氏
は
も
と
三
河
の
人
で
あ
っ
た
が
、

松
平
主
計
侯
に
仕
え
、
そ
の
領
地
播
磨
佐
用
郡
長
谷
の
地
を
管
理

す
る
任
に
あ
た
っ
て
い
た
。
し
か
し
両
親
と
も
先
に
歿
し
、
孤
と

な
っ
た
は
や
が
、
中
井
甍
庵
に
嫁
し
た
の
で
あ
る
。
元
禄
六
年

（
一
六
九
―
―
-
）
生
れ
の
驚
庵
よ
り
一
九
歳
年
下
で
あ
っ
た
。
そ
の

婚
姻
は
い
つ
で
あ
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
が
、
甍
庵
の
年
齢
か
ら
み

て
、
中
井
家
が
す
で
に
大
坂
へ
出
て
き
て
か
ら
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
は
や
の
歿
年
は
天
明
五
年
(
-
七
八
五
）
八
月
二
六
日

で
、
享
年
七
四
歳
で
あ
っ
た
。
甍
庵
と
並
ん
で
誓
願
寺
に
葬
ら

れ
、
貞
範
と
謳
名
さ
れ
た
。
謳
名
さ
れ
る
の
は
こ
の
と
き
か
ら
で

あ
り
、
お
そ
ら
く
竹
山
の
考
え
に
よ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
葬
儀
記
録
は
さ
き
の
梵
庵
の
も
の
に
く
ら
べ
て
非
常
に
整

備
さ
れ
た
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
。
「
司
貨
」
な
ど
同

志
・
門
下
に
よ
る
役
割
配
備
が
整
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
葬
埋
の

方
法
、
行
列
次
第
、
礼
場
内
の
配
備
や
葬
礼
の
受
付
な
ど
、
み
ご

と
に
組
織
さ
れ
た
様
子
を
う
か
が
わ
せ
る
。
学
主
や
預
り
人
の
死

で
は
な
い
が
、
こ
れ
は
中
井
家
と
い
う
よ
り
懐
徳
堂
と
し
て
葬
儀

を
行
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
物
々
し
い
と
さ
え
い
え
る
ほ
ど
で

あ
る
。
そ
れ
は
何
よ
り
も
、
甍
庵
と
共
に
堂
を
築
い
て
き
た
功
労

者
と
し
て
で
あ
り
、
そ
し
て
天
明
二
年
、
第
四
代
学
主
に
就
任
し

た
竹
山
の
母
で
あ
り
、
そ
の
就
任
後
、
は
じ
め
て
の
大
き
な
出
来

事
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
葬
儀
の
壮
大
な
遂
行
そ
の
も

の
が
懐
徳
堂
お
よ
び
竹
山
の
力
を
示
す
と
い
う
性
格
を
帯
び
て
い

た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
葬
儀
記
録
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に

お
け
る
懐
徳
堂
の
組
織
や
態
勢
を
語
る
資
料
で
も
あ
る
。

竹
山
の
長
子
中
井
蕉
園
の
死
は
享
和
三
年
(
-
八

0
三
）
八
月

四
日
で
、
享
年
―
―
―
七
歳
で
あ
っ
た
。
蕉
園
の
葬
儀
は
甍
庵
夫
人
の

そ
れ
よ
り
も
さ
ら
に
盛
大
で
は
あ
っ
た
。
し
か
し
悲
痛
の
趣
は
深

い
も
の
が
あ
っ
た
。
老
竹
山
は
誓
願
寺
へ
行
く
こ
と
も
な
く
、
懐

徳
堂
内
で
淡
輪
元
潜
（
蕉
園
の
前
妻
の
父
・
医
家
）
に
つ
き
添
わ

れ
な
が
ら
そ
の
出
棺
を
見
守
っ
て
い
た
。
ま
た
履
軒
の
姿
も
葬
儀

記
録
に
あ
ら
わ
れ
な
い
。
履
軒
に
親
炎
し
た
蕉
園
の
死
は
、
履
軒

に
と
っ
て
も
あ
ま
り
に
も
つ
ら
い
事
態
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

「
設
喪
」 10四



中
井
甍
庵
・
甍
庵
夫
人
・
中
井
蕉
園
葬
儀
記
録

蕉
園
は
学
カ
・
詩
藻
豊
か
な
人
と
し
て
周
囲
か
ら
嘱
望
さ
れ
て

い
た
。
彼
自
身
、
非
常
な
努
力
家
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
年
齢

段
階
を
追
っ
て
の
予
定
課
業
科
目
の
計
画
を
み
て
も
知
ら
れ
る

（
中
井
天
生
『
先
哲
遺
事
』
上
）
。
田
能
村
竹
田
は
蕉
園
の
詩
に

っ

つ
い
て
「
そ
の
詩
、
家
法
を
襲
が
ず
、
別
に
機
抒
を
出
だ
す
。
新

秀
細
潤
、
喜
ぶ
べ
き
な
り
」
（
『
竹
田
荘
詩
話
』
）
＇
と
評
し
た
。
た

だ
、
塾
生
の
一
人
で
蕉
園
と
も
親
し
く
、
こ
の
葬
儀
に
も
参
列
し

た
角
田
才
二
郎
（
号
九
華
、
岡
藩
士
、
『
近
世
叢
語
』
の
著
者
）

は
、
同
藩
の
竹
田
に
、
蕉
園
の
こ
と
を
「
然
ど
も
生
平
、
思
を
構

ず
る
は
な
は
だ
苦
し
、
時
あ
り
て
あ
る
い
は
心
血
を
嘔
す
。
殆
ど

死
せ
ん
と
す
る
こ
と
数
次
な
り
」
（
同
前
）
と
語
っ
た
と
い
う
。

蕉
園
は
自
分
の
病
弱
な
身
体
を
忘
れ
て
詩
文
の
構
想
を
練
る
繊
細

な
人
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

1
0五

竹
山
は
寛
政
九
年
、
隠
居
し
て
家
督
を
蕉
園
に
譲
り
、
学
校
預

り
人
の
役
を
勤
め
さ
せ
て
い
た
。
ま
た
翌
一

0
年
に
蕉
園
は
江
戸

へ
行
き
、
尾
藤
二
洲
・
柴
野
栗
山
ら
と
も
会
っ
て
、
竹
山
の
後
継

者
と
し
て
す
で
に
活
動
し
つ
つ
あ
っ
た
。
晩
年
の
竹
山
に
と
っ

て
、
蕉
園
の
病
身
は
最
も
不
安
な
も
の
で
あ
っ
た
。
病
状
か
ら
み

て
、
蕉
園
の
病
気
は
結
核
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
竹
山
は
苦
し
い
家

計
を
遣
繰
り
し
て
蕉
園
を
京
都
へ
長
期
保
養
に
行
か
せ
て
い
る

が
、
そ
の
間
、
竹
山
が
蕉
園
に
宛
て
た
書
簡
の
数
々
に
は
、
息
子

を
気
遣
う
父
と
し
て
の
竹
山
の
思
い
が
に
じ
み
出
て
い
る
。
し
か

し
そ
の
効
も
な
く
蕉
園
は
逝
っ
た
。
竹
山
は
「
男
曽
弘
（
蕉
園
の

緯
）
を
哭
す
」
と
題
す
る
詩
を
詠
ん
だ
。
「
天
、
文
運
を
開
か
ん

な
ん
じ

と
欲
し
、
我
に
授
く
る
に
而
の
オ
を
以
て
す
。
年
を
奪
う
、
何
ぞ

つい

は
な
は
だ
早
き
や
。
文
運
覚
に
開
け
難
し
。
失
声
す
る
も
私
慟
す

る
に
匪
ず
。
併
せ
て
日
東
の
た
め
に
哀
し
む
」
と
。



〔
甍
庵
先
生
襄
事
関
係
〕

史
料
け
焼
香
之
次
善

太

徳

二
東

庵
正

民

仁

右

衛

門

正

九

郎

杏

節
温

故

吉

兵

衛

佐

右

衛

門

徳

兵

衛

喜

八
六

兵

衛

御
留
主
居

五

井

先

生

二

万

五

郎

佐

，

助

六

平

史
料
⇔
（
題
欠
）

下
役
同世
話
人

周

助

中
井
甍
庵
．
甍
庵
夫
人
・
中
井
蕉
園
葬
儀
記
録

口
加か
五右 し
郎衛 伊

正東徳喜
兵門 兵

六六徳
衛衛

安尼泉安鴻舛肥南
兵兵

民庵次太 田市利田吉惣治部
平衛衛

治弐堂藤伊1医□源
兵兵

I徳
I 兵

兵

衛人助助衛1助！衛衛

若
党
同草
履
取

乗
物
八
人

同
千
草
ノ

脇
善
か
し

同 挑
灯
同
尼
七
ノ

脇
善
口

同同

舛鴻同北安道泉尼小
国 川
屋田吉利七屋屋吉

伝伊藤加市太左作左

関利弥南
部
男
吉
兵
衛

兵 兵 兵 兵

助衛助衛助衛衛助助

助助平
1
0六



書

生

衆

同

志

中

下
役
下
役
下
役

蘊
戸
生
葬
儀
行
列
」

世
話
人
周
助

中
井
甍
庵
．
甍
庵
夫
人
・
中
井
蕉
園
葬
儀
記
録

仁

右

衛

門

正

九

郎

杏

節

温

故

書
生
中
供

同
志
中
供

挑

灯

同

同

挑

灯

同

同 藤

若
党

乗

物

八

人

草

履

取

善

太

若
党

助

東
庵
正
九
郎

徳

二

正

民

草
履
取

温

故

同

平

吉

兵

衛

仁

右

衛

門

若

党

同

佐

右

衛

門

杏

節

同

喜

八

同

吉

兵

衛

吉

兵

衛

佐

右

衛

門

喜

八

平

吉

兵

衛

1
0七
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真
石

「
大
極
上
本
泉
青
石
ヲ
以
細
工

御
先
規
之
通
随
分
入
念
仕
立

四
方
共
極
上
く
本
水
磨」

「幅壱尺九寸」

「
高
九
寸
位

台
石
御
影
上
<
白
石

五
方
共
上
水
磨」

1
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中
井
氏
御
母
堂
御
病
気
之
処
養
生
不
相
協
夜
前
五
ッ
時
過
死
去
被
致
候

右
御
知
セ
申
度
如
斯
御
座
候
以
上

八
月
廿
七
日

（
マ
、
）

右
相
知
セ
候
名
当
校
事
藉
み
出
ス

廿
六
日
夜
四
ツ
時
京
都
白
木
屋
革
島

翌
廿
七
日
朝
龍
野
江
相
場
飛
脚
二
書
状
出
ス

同
日
北
条
西
宮
伊
丹
浜
村
飛
脚
江
書
状
出
ス

同
日
早
朝
汐
禁
酒
札
は
り
置

司
書
司
貨
訃
告

中
井
甍
庵
．
甍
庵
夫
人
・
中
井
蕉
園
葬
儀
記
録

（
マ
ヽ
）

天
明
乙
已
八
月
廿
六
日
戊
半
剋
終
焉
私
溢
日
貞
範
君

護

喪

古

林

正

民

加

役

早

野

永

助

尼
崎
屋
七
右
衛
門

播
磨
屋
九
郎
兵
衛

播

磨

屋

手

代

専

助

桑

名

恭

蔵

（
表
紙
）

，
 

甍
庵
先
生
夫
人

貞

範

中

行
司
塾
生

婚

襄

事

天
明
五
年
乙
已
之
秋

八
月
廿
六
日

木
江
別
飛
脚
遣
ス

学
校
行
司

記

服

鼠

上

下

白

帷

子

白

帯

右

善

太

徳

二

遠

蔵

七

郎

四
人
分
出
入
呉
服
屋
布
屋
清
兵
衛
へ
命
ス

胎
範
様
之
時
は
白
帷
子
上
下
と
も
祇
た
ち
す
て
斬
衰
之
心
持
ニ

致
さ
七
候
此
度
ハ
斉
衰
之
心
に
て
其
儀
無
之

衷 穿

撰廿
八
日

廿
九
日

深

サ

壱

丈

余

石

灰

八

斗

ッ
ャ
リ
山
荷
に
て
十
荷

治

小
之
方
寸

法

高
サ
弐
尺
九
寸
横
壱
尺
七
寸

灰

隔

壱

組

帳

場

札

二

枚

大
工
源
右
衛
門
二
命
ス

丹
六
事

択

地

三

木

屋

久

兵

衛

胎
範
様
御
碑
之
左
右
小
児
之
墓
数
ミ
有
之
北
之
方
二
定
め
其
小

児
棺
ハ
一
旦
堀
出
し
此
度
棺
之
上
ノ
隅
へ
埋
候
積
り
に
申
遣
し

見
繕
は
セ
其
通
り
に
相
究
申
候

棺

雇
四
人
三
人

-
0九

手
伝

六
兵
衛

長
サ
壱
尺
九
寸

墓
標
一
枚



左
兵
衛

さ

や

そ

よ
ち

ょ

廿
七
日
之
朝
左
門
鎖

九
月
二
日
迄
五
日
之
内

大
欲
充

襄

百

廿
七
日
亥
刻

穀

皮

五

斗

金
崎
市
右
衛
門
ぷ
四
貫
島
へ
、
命
ス

沐
浴
襲
欲
之
具

古

林

正

哲

受

取

神

主

早

野

永

助

受

取

廿
七
日
指
物
屋
平
兵
衛
命
ス

廿
九
日
昼
前

帳
場
虎
屋
平
右
衛
門
手
代

福
島
屋
吉
兵
衛
手
代

貞
範
謳
柩

饂
緯
跛
液
姓
植
村
氏
考
是
経
翁
称
六
左
衛
門
世
参
河
人
事
松
平
主
計
君
宰

干
播
之
佐
用
郡
長
谷
批
水
野
氏
謳
已
孤
配
甍
惹
中
井
先
生
生
二
子
曰
椴
善

曰
禎
徳
孫
男
一
＝
日
曽
弘
曰
曽
縮
曰
菊
麻
呂
孫
女
一
曰
刀
自
以
正
徳
二
年
壬

辰
十
月
十
九
日
生
子
江
都
天
明
五
年
乙
巳
八
月
廿
六
日
没
千
浪
華
享
年
七

十
有
四
葬
子
城
南
誓
願
寺
埜
次
娼
性
勒
倹
婦
道
周
備
訓
子
有
方
撫
衆
有
恩

而
貞
正
可
以
為
閥
範
者
尤
有
称
其
名
云
百
五
十
九
字

墓

標

筆

者

貞
範
娼
植
村
氏
之
墓
と
認
む

一
廿
八
日
懇
意
内
汐
か
り
候
下
男
之
分
皆
か
ん
ば
ん
壱
刀
に
て
明
廿
九
日

昼
後
早
<
汐
参
り
申
候
様
に
と
申
付
侯

桑

名

恭

蔵

白

服

下

女

両

人

分

か
し
物
屋
大
和
屋
彦
兵
衛
へ
命
ス

棺神

蓋主

筆筆
者者

古加

林藤

正友

哲輔

素

輯

素

灯

送
葬
具

ハ
張

田

邊

屋

源

蔵

受

取

中
井
甍
庵
．
甍
庵
夫
人
・
中
井
蕉
園
葬
儀
記
録

廿
九
日
迄
垣
外
番
申
付

廿
八
日
五
ツ
時

誓
願
寺
住
寺
吊
悔
二
来
ル

下
音
二
て
少
ッ
斗
り
誦
経
十
念
有
之
に
て
相
済 ゜



中
井
梵
庵

．
梵
庵
夫
人

・
中
井
蕉
園
葬
儀
記
録

下

役

砂

屋

挑

灯

河

内
屋
―
―
一
郎
右
衛
門
男
挑
灯
生
貝
屋
清
右
衛
門
男

挑
灯

淡
路
屋
源
右
衛
門
男

町

代

周

助

左
官

市
左
衛
門

忠
兵
衛

岡
田
屋 伊
勢
屋
藤
四
郎
男

次
兵
衛

手
伝

六
兵
衛

下

役

美

濃

屋

文

助

挑
灯

挑

灯

古

林

益

安
男

挑
灯
尼
綺
屋
七
右
衛
門
男

休

息

所

是
ハ
茶
店
之
前

建
置
侯

行
列
道
筋

今
橋
ヲ
堺
筋
へ
南
久
宝
寺
町
ヲ
八
丁
目
寺
町
へ
誓
く
わ
ん
寺

帳
場
中
井
善
大

札
酒
弁
当 広

屋
徳
左
衛
門
手
代

伊
勢
屋
藤
四
郎
手
代

右
之
内
壱
人
ハ
手
替
り

挟

箱

舛

平

男

重

硯

帖

三

冊

か
ま
む
し
ろ

小
遣
銭
五
百
文

連
名
不
用

床
凡
十
五
脚
門
前
二
並
候
茶
店
申
付

蔵
屋
敷
方
寺
方
丈
二
而
休
息

寺
二
て
茶
方

廿
九
日
斗
り
古
林
門
サ
ス

廿
九
日
未
上
刻

出
棺

但

し
乗
物
之
内
へ
神
主
新
筆
硯
墨
ふ
く
紗

二
包
ミ
入
置

標
も
同
断

諸
方
5
か
り
候
下
部
出
棺
前
食
事
出
し
不
申
相
済
次
第
遅
速
と
も

此
方
へ
帰
り
次
第
支
度
被
致
候
様
二
申
含
候
尤
支
度
之
節
も
禁

酒勝
手
向
に
て
格
別
心
易
働
候
者
ハ
少
<
酒
に
て
も
振
舞
候
哉

ハ
到
来
之
酒
に
て
相
済
候
ほ
と
な
る
へ
し

尼
市
手
代

是 墓



全古顕同幾塾
は生
庵生蔵次

豊古甘同多同・

は
次生節

同

草

履

取

久
米
―
―
一
郎

久
兵
衛

仁
兵
衛

両
人
草
履
取

近
江
屋
久
兵
衛
男

。
明
石
留
守
居
大
畠
官
兵
衛
格
式

。

保

科

様

内

花

崎

林

乎

同

。
津
軽
屋
敷
小
見
山
五
右
衛
門
同

右
ハ
葬
場
へ
先
二
御
越
有
之
様
こ
再
三
辞
退
致
候

得
共
是
非
と
も
随
従
可
有
之
由
如
此

松

下
人
卯
之
松

助

同

下

人

小

太

郎

岸

。
諸
同
志

挟

箱

播

藤

兵

衛

空

輿

山

野

屋

藤

八吉
兵
衛

明
釣

台
舛

宗

男雨
天
二
見
へ
候
故

傘
用
立

庄

男

徳 善

太

高

長
刀

若

党

彦

助

草

履

取

花

屋

左

兵

衛

弥

太

郎

草

履

取

藤

八

恭

蔵
瀬

左

衛

門

若

党

藤

次

草

履

取

寿

伯

草

履

取

草
履
取
近
江
屋
休
兵
衛
男

七

郎

温

秀

草

履

取

弥

介

正

哲

両
人
草
履
源
兵
衛

若

党

八

百

屋

弥

介

草

履

取

新

八

遠

蔵

正

民

若

党

庄

兵

衛

喜
兵
衛
八
百
屋
藤
兵
衛

羽
織
袴
股
た
ち

若
党
播
磨
屋
左
兵
衛

0
下
女

六

尺

藤

屋

藤

兵

衛

こ
¥
u
`
 

＜
 

安

刑

部

男

素
輯

六
尺

丸

屋

弥

0
下
女

若
党
美
濃
屋
佐
太
郎

但
し
下
女
ハ
駕

さ

や

籠

両

脇

二

付

此

所
紫

□

中
井
甍
庵
・
甍
庵
夫
人
・
中
井
蕉
園
葬
儀
記
録

助

浅

五

郎

次

兵

衛

順

平

宗

助

挟

箱

久

八

格
式
供
立

章

甫

草
履
取
尼
崎
屋
市
右
衛
門
男



焼
香
之
列

喪
主
兄
弟

喪
主

中
井
甍
庵
．
甍
庵
夫
人
・
中
井
蕉
園
葬
儀
記
録

正章温宗正順七遠徳善

哲甫秀助民平郎蔵次太

竹

杖

親

戚

塾

生

右
之
分
半
肢
立
草
桂

胡

灯

持

看

板

脇

差

屏

夫

看

板

瑯
師
寺
門
前
迄
出
迎
候

傘

支

配

美

濃

屋

左

兵

衛

大
工
源
右
衛
門

手
あ
き
檜
牧
屋
藤
兵
衛

吉

介

礼
場
寺
内

温正順七遠徳善

秀民平郎蔵二太

瀬

左

衛

門

恭

蔵
丈

助

寿

伯

弥

太

郎

塾

生
同

志

右
焼
香
白
檀
壱
包
二
て
相
済

三



其
外
帰
り

平
皿

猪
ロ
汁 駕

籠

善

太

親
戚
茶
舟
一
艘上
大
和
橋
江
付
置

留
主
人

神
主
守
蔑

壱
人

中
井
梵
庵
．
貌
庵
夫
人
・
中
井
蕉
園
葬
儀
記
録

尼
崎
屋
市
右
衛
門

同
手
代

尼
崎
屋
七
右
衛
門

手

代

壱

人

橘
屋
忠
右
衛
門

大
坂
屋
忠
兵
衛

下

男

壱

人

廿
九
日
帰
り
後
雇
人
江
夜
食
出
ス

尤
親
類
同
志
別
懇
之
内
当
夜
一
所
二
帰
リ
之
人
同
断

上
下
六
七
十
人

と
う
ふ

た
4

き
な

こ
ん
に
や
く

蓮
根
す
み
そ

い
も
七
ん
ま
い

飛
龍
子

六
包

一
廿
八
日
廿
九
日
両
日
之
食
事
両
尼
崎
や
播
磨
屋
舛
屋
米
屋
長
し
ま
古
林

数
軒
汐
来
り
候
重
之
内
に
て
大
方
相
済

一
廿
七
日
朝
ぷ
廿
九
日
夜
迄
薄
粥
煮
さ
せ
て
衷
主
両
人
両
男
食
用
と
す

翌
日
寺
江
施
物
遣
ス
目
録

覚

L
方
金
弐
百
疋

一
同
弐
百
疋

一
銀
三
匁
ッ
、

一
同
壱
両

一
同
三
匁

一
同
弐
匁

一
同
弐
匁

一
同
八
匁

一
同
弐
匁

一
銭
弐
百
文
弐
包

一
五
百
文

一
銀
弐
両

一
銭
壱
貫
五
百
文

一
銀
弐
匁

一
弐
朱
一
片

一
白
米
七
升 香

物

瑯
師
へ

墓
地
代

役
僧
六
人

西
堂
弟
子
二
人

小
僧
御
堂
宿

御
尼
ヘ

墓
御
経
料

御
家
来

盛
物
料

長
刀
挟
箱
料

乗
物
挑
灯
代

御
茶
料

七
ミ
日
忌

同

―
―
四



名
札

中

井

善

太

町
内
井
二
近
所
表
向
之
所

町
内
鴻

池

作

倉
賀
治
左
衛
門

助
松
屋
新
二
郎

加
賀
屋
治
右
衛
門

吉
嶺
昌
―
―
―

片

山

右

門

中
井
甍
庵
．
甍
庵
夫
人
・
中
井
蕉
園
葬
儀
記
録

九

月

朔

日

会

葬

礼

袴
羽
織

使

者

丹

六

事
久

家
来
新

誓
願
寺
御
納
処

右
之
通
御
受
納
可
被
下
候

九
月
朔
日

兵

田

辺

屋

源

蔵

床
几
代銭
壱
貫
三
百
三
十
五
文

外
二
垣
外
へ

銭
百
文

右
久
兵
衛
持
参

八 衛

中

井

善

太

名
札

中

井

善

太

古

林

正

民

名
札

中

井

中

井

遠善

蔵太

―
―
五

塩

川

左

司

馬

今
村
源
右
衛
門

奥

田

半

兵

衛

岡
本
八
左
衛
門

由
利
勘
右
衛
門

小
松
原
伝
右
衛
門

浅

井

喜

八

郎

泉

屋

義

笙

道
具
屋
勝
兵
衛

野
田
や
吉
兵
衛

鴻

池

藤

七

米

屋

伊

太

郎

天
王
寺
屋
伊
右
衛
門

天
王
寺
屋
忠
兵
衛

天
王
寺
屋
清
八

岩
井
屋
仁
右
衛
門

玉
子
屋
太
兵
衛

才
田
屋
半
兵
衛

砂

村

童

及



名
札

中

井

善

太
中
井
甍
庵
．
驚
庵
夫
人
・
中
井
蕉
園
葬
儀
記
録

帯
刀
袴
羽
織
に
て

足

守

沼

惣

左

衛

門

松

山

遠

山

新

吾

中

矢

覚

助

延

岡

四

屋

悦

之

介

立
野
一
二
沢
八
左
衛
門

丸
山
直
左
衛
門

津
軽
小
見
山
直
右
衛
門

安
治
布
施
庄
左
衛
門

尾
張
中
西
武
佐
二
郎

姫

路

有

馬

武

市

郎

―
―
―
股
勝
之
丞

肥

後

菅

野

尚

太

郎

古

山

愛

助

杵

築

岡

田

鉄

蔵

小

田

原

酒

井

良

蔵

渡

辺

又

兵

衛

篠

田

徳

庵

塩
屋
五
郎
兵
衛

倉
橋
屋
藤
四
郎

阿

波

屋

太

郎

介

古
屋
甚
左
衛
門

播
磨
屋
佐
兵
衛

篠

崎

長

兵

衛

近
江
屋
休
兵
衛

加
嶋
屋
休
右
衛
門

泉

屋

利

兵

衛

由
比
甚
右
衛
門

近
藤
一
二
右
衛
門

小

山

作

兵

衛

福
嶋
屋
武
兵
衛

同

喜

兵

衛

壺
井
屋
吉
右
衛
門

多
羅
尾
元
三
郎

淡

輪

元

潜

金
屋
七
郎
右
衛
門

播
磨
屋
源
兵
衛

但
し
町
内
ハ
当
夜
源
蔵
直
に
相
務
他
所
こ
翌
日
汐
方
角
を
分
ち
左
兵
衛

両
度
巡
勤
以
手
札
申
置

先
年
之
形
に
て
別
懇
中
門
下
之
分
礼
使
省
略
之

一
初
虞
再
虞
之
料
理
ハ
甚
混
雑
故
大
忠
二
申
付
持
さ
す

―
―
―
一
虞
ハ
古
林
力
料
理
備
へ

費
用
覚

一

百

拾

六

文

豆

腐

九

丁

一

七

百

八

十

七

文

白

絹

七

尺

但
し
瞑
目
中
井
二
御
湯
巻
入
用

―
―
六



ニ
―
一
百
六
拾
文

寺
垣
外
番
ヘ

会

所

周

助

町
下
役
両
人
へ

丁
ノ
番
人
へ

小
遣
草
履

下
女
へ
渡
ス

け
づ
り
ち
ん

一
四
百
六
拾
文

但
し
絞
会
入
用

一
七
十
八
文

一
弐
百
文但
し
か
ど
う
り
買

一

五

十

文

挟

箱

一

四

拾

八

文

は

し

ニ

―

一

百

五

十

七

文

米

つ

き

ち

ん

右
小
メ
弐
貫
四
百
七
十
六
文

一

金

子

壱

両

弐

朱

寺

へ

遣

ス

分

一

拾

弐

匁

九

分

同

断

壱

両

ツ

、

三

つ

一

弐

拾

四

匁

同

断

三

匁

ツ

、

八

ッ

一

拾

匁

同

断

弐

匁

ツ

、

五

ッ

一

五

百

文

盛

物

代

一

壱

貫

三

百

舟

五

文

帳

場

茶

店

床

几

代

一

四

百

文

寺

男

へ

遣

ス

一

壱

貫

五

百

文

の

り

も

の

提

灯

代

寺
へ
も
た
セ
造
ス

一
百
文

二
二
百
文

一
弐
百
文

一
六
百
文

中
井
聾
庵
．
甍
庵
夫
人
・
中
井
蕉
園
葬
儀
記
録

た
ら
ひ

手
お
け

杓白
晒

手
拭

―
―
七

一
六
拾
六
匁
白
綸
子
ヘ
リ
糸
ふ
サ

一

廿

四

匁

白

張

提

灯

六

ツ

一

九

匁

下

女

両

人

装

束

二

日

舟

八

匁

四

分

大

工

源

右

衛

門

内

百

廿

匁

棺

小

之

方

ニ

拾

三

匁

灰

隔

弐

匁

棺

之

鉄

環

壱

匁

墓

標

弐

匁

四

分

立

机

弐

枚

一

拾

弐

匁

五

分

石

灰

八

斗

八

升

但
し
内
三
升
ハ
棺
之
底
へ
志
＜

一

五

百

文

し

や

り

土

十

荷

一

百

廿

七

文

竹

屋

垣

竹

但
し
口
け
き
夫
砂
屋
忠
兵
衛
上
町
住
居
土
舟
利
ゆ
へ
是
へ
申
付
直

に
寺
へ
運
は
す
町
に
て
土
屋
汐
納
申
候
十
五
荷

□ほ
と
十
荷
に
て

有
之
候

一

八

百

拾

五

文

草

履

わ

ら

ず

一

六

百

五

十

文

や

か

た

茶

船

親
類
帰
リ
之
舟

一

壱

貫

六

百

六

拾

文

穴

ほ

り

手

伝

六

兵

衛

但
し
廿
八
日
四
人
廿
九
日
一
二
人
メ
七
人
分

右
小
f
金
一
両
弐
朱

銀
弐
百
十
六
匁
八
分

銭
八
貫
七
百
廿
五
文

白
張
乗
物

壱
丁



中
井
梵
庵
．
甍
庵
夫
人
・
中
井
蕉
園
葬
儀
記
録

一
拾
貫
百
八
拾
八
文

内
壱
貫
五
百
文

五
百
文

六
百
文

四
貫
八
百
文

壱
貫
七
百
廿
四
文

六
百
六
拾
四
文

四
百
文

一
四
匁
三
分
但
し
又
助
子
也

一
百
七
拾
七
匁
四
分

廿
九
文

六
拾
三
匁

七
匁
弐
分

六
匁
五
分

拾
七
匁
弐
分

拾
三
匁

廿
弐
匁
五
分

拾
九
匁

京
飛
脚

廿
七
日
や
と
ひ
人
二
人

廿
八
日
―
―
一
人

廿
九
日
十
六
人

若

党

四

人

か
ミ
ゆ
ひ
代

九
月
朔
日
二
人

み
の
や
佐
兵
衛
へ
人
足
世
話
料
遣
ス

布
屋
清
兵
衛

廣
五
郎
礼
壱
疋

五
郎
礼
一
二
疋
壱
反

帷
子
四
ッ
井
帯
四
ツ
仕
立
代

綿
し
ん
帯
に
入

上
下
四
ッ
鼠
染
仕
立
代
と
も

白
木
綿
壱
疋

鼠
木
綿
羽
織
二
つ

同
袴
二
つ

（
貼
紙
）

「
但
し
白
帷
子
白
布
帯
鼠
上
下
四
人
前
に
て
百
弐
拾
八
匁
九
分
也
右
之

大
小
平
均
に
て
壱
人
前
―
―
一
拾
匁
七
分
八
リ
五
も
鼠
袴
羽
織
弐
人
前
四

拾
壱
匁
五
分
右
壱
人
前
に
て
弐
拾
匁
七
分
五
リ

右
ニ
ロ
壱
人
前
に
て
五
拾
壱
匁
四
分
七
リ
五
も
也
」

又
助
人
足
賃

右
惣
合七
百
八
拾
三
匁
七
分
入
用
高

右
之
内
金
壱
両
弐
朱

廿
九
日
入
用
花
ヅ
ヽ

さ
し
物
や
平
兵
衛

神
主
一
ッ

蓋

但
し
座
界
ハ
有
合
二
て
別
二
不
申
付

一

壱

匁

古

梅

園

墨

一

っ

但
し
神
主
題
名
硯
ハ
新
物
有
合
別
二
調
不
申
尤
寺
へ
此
分

持
参

一
拾
匁

一
弐
百
五
拾
文

但
し
霊
座
の
下
敷
也

五
百
文但
し
喪
中
寺
参
リ
入
用

大
小

f百
九
十
七
匁
五
分

拾
貫
九
百
五
十
六
文

惣
ゲ
金
メ
壱
両
弐
朱

代
凡
六
拾
七
匁
五
分

銀
メ
四
百
九
拾
四
匁
五
分

銭
／
弐
拾
弐
貫
百
六
拾
壱
文

代
凡
弐
百
廿
壱
匁
七
分

ヽ
↓
ヽ

二
ヵ
し

家
内
米
坊
五
人
寺
参
リ
包
銀

蒲
筵
四
方
ま
る
の

一
拾
四
文

一
五
匁

熊
谷
笠

/¥ 



護
喪

中
井
甍
庵
．
甍
庵
夫
人
・
中
井
蕉
園
葬
儀
記
録

古

林

温

秀

井

河

誠

輔

加

役

藤

田

九

郎

兵

衛

山
片
平
右
衛
門

代
凡
六
十
七
匁
五
分

銀
四
百
八
拾
四
匁
弐
分
壱
リ

銭
廿
弐
貫
文

代
凡
弐
百
弐
拾
匁

文

明

先

生

襄

事

録

享
和
癸
亥
八
月
四
日
寅
上
刻
終
焉
私
謡
日
文
明
先
生

易
貴
卦
象
辞
文
明
以
止
人
文
也

蕉
園
先
生

（
表
紙
）

差
引
パ拾
壱
匁
九
分
九
リ
ハ
九
月
前
節
季
之
内

相
済

所
二
払
出
し
二
な
り

差
パ
七
百
七
拾
壱
匁
七
分
壱
リ

播
磨
屋
九
郎
兵
衛
汐
当
座
取
替
有
之

六
日
朝
東
番
所
汐
書
状
到
来

―
―
九

工
藤
次
郎
四
郎

小

泉

忠

兵

衛

連
名

右
書
付

願
候
事

但
し
惣
代
ヲ
頼
候
事
郁
次
一
件
京
都
掛
二
付
如
斯

八
田
内
意
ヲ
以
而
北
組
月
番
惣
代
森
本
重
蔵
方
迄
七
郎
持
参
相

八
月
四
日

御
奉
行
所

中
井
淵
蔵
同
居
親
中

井

渫

翁

ロ
上
之
覚

伸
淵
蔵
義
病
気
之
処
今
暁
死
去
仕
候
二
付
右
死
骸
取
片
付
如
何
可
仕
候
哉

此
段
奉
窺
候
已
上

ヤ
ブ
＞
）

蘭
公
儀
御
窺
書
之
覚月
番
東
御
奉
行
所

訃
告
司
貨
司
書

行
司

長
谷
川
七
郎
右
衛
門

中
井
雄
右
衛
門

中

川

元

吾

岡

橋

丈

助

中

井

要

蔵



（
術
力
）

右
相
為
相
知
候
名
当
京
都
之
分

太

田

碩

庵

八
月

行

司

門
鎖
六
日
四
ツ
時
汐
十
日
迄

右
之
受
案
文

御
用
之
儀
御
座
候
付
只
今
可
罷
出
旨
奉
畏
入
候
以
上

八

月

六

日

中

井

上
之
弐
人
連
名
当

当
番
所
名
代
使
者田

中

純

治

当
番
所
二
而
口
達
公
辺
差
支
之
義
無
之
候
二
付
＿
圃
手
二
葬
式
可
仕
旨
被
仰

出
候

（
ヤ
ブ
レ
）

相
済
候
即
刻
町
内
年
寄
川
井
立
牧
へ
中
井
渫
翁
名

□口
官
辺
届
向
相
済
葬

式
八
日
未
刻
之
由
使
者
申
遣
ス

訃
告
案
文

以
手
紙
致
啓
上
候
然
ハ
中
井
淵
蔵
義
兼
而
之
病
気
狸
生
不
相
叶
去
ル
四
日

暁
被
致
死
去
候
此
段
為
御
知
申
度
如
斯
御
座
候
以
上

学

校

渫

翁

案

文

御
用
之
儀
有
之
問
只
今
若
狭
守
御
役
所
江
可
被
罷
出
候
以
上

八
月
六
日 中

井
甍
庵
．
甍
庵
夫
人
・
中
井
蕉
園
葬
儀
記
録

治
棺

小
之
方

井

河

丹

波

介

三

木

佐

渡

守

小

山

伊

三

太

大

村

彦

太

郎

革

島

信

吉

山
口
平
左
衛
門
へ

相
頼
社
中
通
達
之
事

尼

崎

田

中

純

治

河

内

国

分

板

植

中

務

浜

村

花

崎

彦

六

善

根

寺

村

足

達

重

右

衛

門

北

条

村

古

林

章

甫

其
外
遠
方
江
戸
龍
野
杯
追
而
相
知
ら
せ
候
事

四
日
朝
申
付
ル
其
夜
来
ル

寸
法

高

サ

弐

尺

九

寸

横

壱

尺

七

寸

長

サ

壱

尺

九

寸

厚

サ

壱

寸

五

部

灰
隔
壱
組

帳
場
札
幅
四
寸
長
壱
尺
三
寸

休
息
札
幅
六
寸
長
壱
尺
五
寸

墓

標

筆

者

早

野

義

乗
輿
（
次
頁
参
照
）

伊
丹
之
分

大
津

三
（
次
頁
参
照
）

―二

0



喪

服

古

林

出

入

大

和

屋

孫

兵

衛

へ

申

付

ル

鼠
上
下

一

択
地

介
庵
中
井
先
生
墓

ア
リ
サ
シ

田

中

純

治

三
木
屋
久
兵
衛

貞
静
様
御
碑
之
左
傍
隙
地
小
児
棺
差
障
候
二
付

一
旦
堀
出
し
此
度
棺
ノ

上
之
隅
へ
埋
候
積
リ
ニ
申
遣
し
見
繕
ハ
せ
其
通
リ
ニ
相
究
メ
申
候
事

穿

城

寺

之

手
伝
へ
申
付
ル

七
日
之
朝
占
堀
リ
カ
ケ
ル

深
サ
棺
上
壱
丈
旧
例
出
入
手
伝
六
兵
衛
へ
申
付
ル
此
度
相
改
メ
寺
へ
相

頼
ム
甚
妙
ナ
リ

石
灰
八
斗

砂
利
山
荷
二
而
十
荷

築
埋
之
硼
不
足
二
付
追
而
申
付
ヶ

都
合
砂
利

十――一
荷

石
灰
壱
石
壱
斗
五
升

右
砂
利
石
灰
之
類
寺
二
而
申
付
ル

中
井
甍
庵

・
挽
庵
夫
人

・
中
井
蕉
園
葬
儀
記
録



大
叙

沐
浴

沐
浴
襲
款
之
具
手
盤
手
巾
櫛剃
刀
剪
刀
元
結

古

林

温

秀

井

河

誠

輔

中

川

元

吾文
四
郎

た さ さ 千左

兵

にへ屋八衛
ーーーニー一

神
主

大
和
屋
長
兵
衛
二
申
付
ル

執

筆

早

野

義

―

―

―

白
帷
子

白
帯

口
口
喪
主
七
郎
分

中
井
竪
庵
・
甍
庵
夫
人
・
中
井
蕉
園
葬
儀
記
録

鼻
紙
沐
櫛
腑
帯
生
時
髪

剪
爪
印
章
筆 仮瞑握摺儀帯

糠目手扇刀
公
衣
裳

紙
褥
布
絞
時
服

一
対

用
加
賀
絹

同同
加
賀
絹
右
三
品
二
付
凡
五
尺

小
菊
一
帖

棺
中
裏
面
塩

施
漉
青
ミ
<

凡
八
斤

充
襄

大
小
百
五
十

以
桐
木
屑
代
殻
皮
六
斗

此
紙
以
木
棉
木
屑
充
之

木
綿
一
反
四
裁
用
之

浅
黄
絞
所
帷
子
木
綿
緬
伴

新
製
木
綿
績
鼻
禅

市
橋
疾
拝
領
絞
付

是
ハ
定
紋
付
之
上
下
無
之
故
也

ウ
ッ
ポ
織
有
合
壱
は
り
用
之

大
工
太
右
衛
門
二
命
ス



銘
施

介
庵
先
生
柩

先
生
緯
曽
弘
字
伯
毅
姓
中
井
氏
称
淵
蔵
介
庵
其
号
又
号
蕉
園
其
先
播
人
父

竹
山
夫
子
母
革
島
氏
以
明
和
丁
亥
十
二
月
十
八
日
先
生
於
大
阪
府
痒
先
生

性
明
敏
而
温
易
手
不
釈
巻
詞
藻
宏
麓
而
敏
捷
古
今
鮮
比
夫
子
之
老
也
授
痒

務
子
先
生
未
数
歳
罹
疾
中
愈
而
復
劇
以
享
和
癸
亥
八
月
四
日
卒
年
―
―
一
拾
有

七
要
淡
輪
氏
生
一
男
而
倶
亡
要
川
北
氏
生
男
不
育
有
一
女
在
袴
先
生
之
倫

十
余
皆
早
世
一
弟
独
存
曰
曽
縮
先
生
疾
病
摂
治
痒
事
葬
千
誓
願
寺
私
謳
曰

文
明
五
日
四
ツ
時
誓
願
寺
病
気
二
付
名
代
組
合
慶
恩
院
来
ル
為
吊
悔
棺
前

ニ
而
梵
音
至
極
穏
也

棺
蓋

中
井
梵
庵
．
梵
庵
夫
人

・
中
井
蕉
園
葬
儀
記
録

八
日
四
ツ
時
帳
場
之
人
数
遣
ス

正

面

粉

書

筆

者

早

野

義

文
明
先
生
中
井
君
伯
毅
柩

休
息
所
実
相
寺

応

接

者

升

平

手

代

弐

人

長

谷

川
七
郎
兵
衛

長
谷
川
喜
右
衛
門

井

二
小
童

古
製
異
様

二
付
不
用
之
新
用
縫
吊
幕
標
ヲ
つ
4

む
帰
ル

枚
原
紙
ヲ
以
ス

休

息

所

帳

場

中

井

七
郎

執

筆

早

野

義

硯

一

面

墨

一

握

華

賤

弐

一――葉

但
ッ
印
章
以
下
五
品
平
素
机
上
之
具
故
敏
之

此
中
弐
人

手
明
キ

筆
者
播
磨
屋
九
郎
兵
衛

七
右
衛
門
手
代

吉

兵

衛
手
代

藤

次

郎手
代

九
郎
兵
衛
手
代

宇
和
嶋
屋
庄
左
衛
門
手
代

弐
人

播
磨
屋

伊
勢
屋

福
嶋
屋

尼
崎
屋

帳
場
者
誓
願
寺
門
前
北
之
方
溝
之
上
二
足
な
し
の
床
几
弐
脚
わ
た
し

絵
筵
ヲ
布

袴
屋
手
代

但
ッ
帳
場
一
切
袴
屋
仁
右
衛
門
引
請

内
帳
面
五
冊
名
札
刺
四
ツ
此
方
5
袴
屋
迄
遣
ス

帳
場
之
食
事
袴
屋
5
造
ス

口



中
井
雄
右
衛
門

輿

若
党

若
党
同

羽
織
一
刀

先

払

犀
治
兵
衛

草
履
取

屈
内

若
党

平
兵
衛

よ
し
村
屋

善
兵
衛

麻
上
下

股
立
帯
刀

わ
ら
ぢ

は
り
ま
や

千
八

口
助

草
履
取

雇
長
七

挟
箱
持

同

伊

右

衛

門 塾

生

雇
壱

麻
上
下
股
立

侍
わ
ら
ぢ

行
列
道
筋
今
橋
ヲ
な
に
わ
は
し
ヲ

八

南
久
宝
寺
町
ヲ

右
病
気
二
付
不
参

永

嶋

肇

屈
安
兵
街

若
党
麻
上
下

F
喪

服

わ

ら

ぢ

服

立

わ

ら

ぢ

七
良
竹
杖

梁
田
八
百
吉

同

長
野
友
太
郎

疇
尉
草
履

上
本
町
八
丁
め
寺
町

誓
願
寺

中
井
甍
庵
．
甍
庵
夫
人
・
中
井
蕉
園
葬
儀
記
録

若
党

草
履
取

角
田
才
二
郎

同

佐
藤
要
蔵

同

井
河
誠
輔

若

党

同

石
平

草
履
取

中
原
卓
治
郎

同

石
野
重
蔵

同

草
履
取

井
河
小
一
郎

以
下
礼
服

大
和
屋
七
兵
循

銘
施
鰐
詰
耀
豆

行

列

奉

行

中

井

要

蔵

田
辺
屋
仁
右
衛
門

文
四
郎

―
二
四

古
林
湿
秀 草

履
取

麻
上
下

若
党

輿

夫同

若
党 同

輿

夫

同
看
板
わ
ら
ち



病
気
二
付

疫
治
相
勤

幼
少
二
付
代

病
気
二
付
不
臨

上
京
二
付
不
臨

道
師
門
前
迄
出
迎

焼
香
之
列

以
上

草
履
取

空
輿

同

志

神
主
護
ッ
帰
ル

金
崎
市
右
衛
門

早古古並荒淡川淡長革中井中
井

野林林河木輪北輪島島 河井
雄

義秀温誠伝鹿陽元 新右小七
三 五衛一

三蔵秀輔治輔郎策肇郎門郎郎

喪

主

格
式
供

川
北
陽
一
―
一
郎

傘
籠
尼
市
僕

傘
籠

格
式
共

荒
木
伝
治
代
慶
治

中
井
甍
庵
．
甍
庵
夫
人
・
中
井
蕉
園
葬
儀
記
録

尼
市
僕

懇
意
二
付
同
志

之
列
二
加
フ

懇
意
二
付
同
志

之
列
二
加
フ

同
壱
人

塾
生
供

雇
老
人

塾
生
供

塾

生

―
二
五

佐角石中

藤田野原

要才充卓

蔵郎蔵郎

藤
田
忠
右
衛
門
死
去
二
付

今
助
相
勤

病
気
二
付
不
臨

前
日
死
去
二
付

不
及
代

鈴

木

治

兵

衛

長
谷
川
七
郎
右
衛
門

播

磨

屋

兵

助

金
崎
七
右
衛
門

山

中

和

二

郎

岡

橋

丈

助

池

上

新

助

右
両
人
留
主
役
相
頼
出
門
之
前
焼
香

同

藤
田
九
郎
兵
衛

山
片
平
右
衛
門

永

井

藤

四

郎

志

格
式
供

田
中
純
治



右
焼
香
白
檀
七
郎
兼
而
懐
中
之
分

ニ
而
相
済

右
之
外
諸
門
人
衆
勝
手
次
第
焼
香

此
度
袴
屋
仁
右
衛
門
格
別
之
義
二
付
同
志
之
初

焼
香
相
譲
候
得
共
承
知
無
之

岡

橋

丈

助

池

上

新

助

西

島

立

敬

田
辺
屋
為
五
郎

古
林
僕
壱
人

福
吉
僕
壱
人

扉
飯
焼
壱
人

淡
輪
元
潜
老
自
分
心
得
二
而
留
主
中

老
先
生
接
伴
被
致
候
事

留
主
人

礼
場
寺
内

已
上

七

郎

小

一

郎

雄

右

衛

門

中
井
甍
庵
．
甍
庵
夫
人
・
中
井
蕉
園
葬
儀
記
録

梁

田

八

百

吉

長

野

友

太

郎

田
中
純
治
熟
生
之
初
二
焼
香
可
致
処
護
喪
之
通
二
而

不
及
之

猪
口

料
理
献
立
汁

菜酢
あ
へ

す
い
き

と
う
ふ

寺
へ
遣
ス
も
の
米

七

升

に
し
め

か
う
の
も
の

右
之
品
朝
四
ツ
時
汐
岡
橋
之
僕
二
為
持
造
し
寺
二
而
飯
を
焼
す

是
ハ
埋
葬
二
か
4
り
候
親
戚
懇
意
及
其
家
来
の
ミ
ニ
用
ゆ
惣
世

話
田
辺
屋
仁
右
衛
門

茶
船
壱
艘
上
大
和
橋
へ
繋
置
キ
親
戚
及
童
子
帰
乗
ル

帰
後
夜
食
可
出
人
数

親
類
同
志
別
懇
之
内
当
夜
壱
所
二
帰
リ
候
人

帳
場
之
人

応
接
之
人
但
シ
休
息
所

借
り
人

雇
ヒ
人凡
百
人

袴
屋
仁
右
衛
門

千
草
屋
熊
蔵
＇

此
両
人
先
へ
寺
へ
行
諸
寺
見
繕
相
頼

此
弐
品
福
吉
方
被
贈

―
二
六



酒 乎

僕
千
八

井
河
氏
汐
八
十
人
前
仕
出
し

少
く
不
足
二
付
内
二
而
足
ス

百
合
四
升
別
二
尼
小
二
而
七
升
買

旧
例
禁
酒
二
御
座
候
へ
共
此
度
雇
人
供
人
膳
中
二
而
壱

献
出
ス

翌
九
日
寺
へ
施
物
遣
ス

一
金
弐
百
疋

一
金
壱
両

一
銀
三
匁
四
封

一
銀
弐
匁

一
銀
三
匁

一
銀
弐
匁

一
銀
三
匁

一
南
銃
壱
片

一
銀
三
両

一
南
錬
壱
片

一
斉
米
七
升

一
鳥
目
五
百
文

一
鳥
目
弐
百
文

一
鳥
目
弐
百
文

使
者
田
辺
仁
右
衛
門

御
溝
師
様

墓
地
料

御
役
僧
様

御
小
僧
様

御
同
宿
様

墓
御
経
料

挟
箱
料

御

台

所

茶

料

実
相
寺
様
御
台
所

七
4

日
忌
御
布
施

同盛
物
料

御
家
来
へ

垣
外
番
ヘ

中
井
梵
庵
・
甍
庵
夫
人
・
中
井
蕉
園
葬
儀
記
録

ハ
す
ね

ひ
り
や
う
す

い
も
松
茸

但

し

平

猪
口

上
弐
十
人
前
松
茸

次
之
分
い
ん
げ
豆

一
初
虞
八
日
夜

一
再
虞
十
日
朝

ニ
ニ
虞
十
二
日
朝

―
二
七

家
内
二
而
整

井
河
汐
料
理
備

古
林
佐
料
理
備

会

葬

礼

中

井

七

郎

名

札

十
日
町
内
斗
り
石
野
充
蔵
相
勤

一
六
貫
八
百
五
十
九
文

但
し
八
百
七
十
七
文
六
十
五
文
か
へ
砂
利
十
三
荷

弐
貫
八
百
五
十
四
文
十
八
文
か
へ
石
灰
壱
石
壱
斗

□日
口

文

穴

堀

日

罷

五

升

三

百

文

右

ま

し

弐

百

九

十

文

桶

但
し
穿
横
之
節
小
児
之
柩
有
之
二
付
改
葬
之
節
入
用

弐

百

三

十

文

手

伝

但
し
改
葬
之
硼
之
手
伝

右
之
通
り
御
受
納
可
被
下
候

八
月
九
日

誓
願
寺
御
納
所

一
銀
壱
両

一
鳥
目
百
文

一
鳥
目
百
文

中

井

七

郎

御
代
僧
慶
恩
院
様

同
御
供

御
台
所
老
婆



一
弐
匁

葬
埋
寺
入
用

大
工

中
井
甍
庵
．
梵
庵
夫
人
・
中
井
蕉
園
葬
儀
記
録

費
用
覚

一
金
壱
両
三
分

一
銀
三
十
九
匁
弐
分

一
銭
壱
貫
百
文
右
寺
之
謝
物

一
六
貫
八
百
五
十
九
文

一
四
十
九
匁

但
し
弐
十
匁

三
匁
五
分

十
六
匁
五
分

壱
匁
八
分

七
匁
三
分

ニ
―
一
十
目
九
分

但
し
十
五
匁
九
分

十
五
匁

一
弐
十
壱
匁
五
分

一
五
貫
一
二
百
文

但
し
四
匁
三
分
宛

三
百
文
宛

七
百
文

四
百
文

（
ヤ
プ
＞
）

大
和
屋
孫
兵
衛
言

（
ャ
プ
＞
）

鼠
五
郎
丸
上
下
壱
具
染
口

上
下
仕
立
代

さ
ら
し
壱
匁

白
帷
子
壱
ッ
仕
立
代

さ
ら
し
壱
丈

白
帯
仕
立
代

袴
仁

さ
ら
し
も
綿
一
二
反

白
木
棉
―
―
―
反

文
四
郎

同
人

若
党
五
人

雇
人
拾
四
人

弐
十
壱
人
髪
結
代

飯
焼
雇
壱
人

白
檀
代

一
六
百
八
十
匁

一
壱
貫
五
十
壱
文

但
し
七
百
一
＝
文

壱
百
文

弐
百
四
十
八
文

一
弐
十
壱
匁
五
分

但
し
土
座
蓋
料

一
十
九
匁
五
分

一
四
匁
五
分

一
弐
百
弐
十
文

但
し
四
十
八
文
店
走

百
四
十
八
文
鳥
羽
走

弐
十
文
伊
丹
池
田
状
賃

一
三
百
四
十
弐
文

一
五
十
文

一
六
十
文

一
弐
百
六
十
文

一
八
百
文

一
銀
三
匁

一
百
文

ー
百
文

一
五
匁
三
分

一
十
弐
匁
八
分

一
十
七
文

茶
船
代

草
履
わ
ら
ぢ

わ
ら
し
四
十
五
足

上
あ
ヽ
ヽ
、
そ
う
り
弐
足

そ
う
り
弐
十
足

大
和
屋
長
兵
衛

闘

十

四

斤

天

満

屋

甚

助

白
加
賀
五
尺
三
寸

尼
小
酒

七
星
板
下
之
石
灰

石

灰

壱

升

好
井
屋
善
兵
衛

も
4

い
ろ
絹
四
尺
五
寸

京
伊
丹
池
田
状
賃

京
初
之
知
ら
せ

同
後
之
知
ら
せ

木
具
壱
膳

寺
之
筒
花

か
ん
ば
ん
弐
ツ
か
り
賃

並
河
出
入
住
吉
や
伊
助

取
次
二
而
挟
箱
片
し
か
り
賃

小
遣
会
所
周
助

下
役
下
役 ―

二
八



中
井
甍
庵
・
整
庵
夫
人
・
中
井
蕉
園
葬
儀
記
録

一
弐
百
文

一
南
銃
壱
片

一
弐
十
五
匁
五
分

但
し
病
中
汐

一
三
匁

一
三
匁

ー
百
文

一
百
文

一
七
匁
五
分

但
し
病
中
汐

ニ――匁
一
四
匁

条

例

一
公
辺
届
向
之
義

旧
例
主
人
死
去
之
節
死
去
の
ミ
ニ
而
相
済
候
へ
共
此
度
ハ
郁
次
一

件
京
都
か
4

り
之
義
有
之
二
付
属
縞
早
ミ
親
族
同
志
評
議
之
上
七

郎
八
田
五
郎
左
衛
門
宅
江
罷
こ
し
内
意
申
合
せ
之
上

□口
取
斗
フ

一
訃
告
属
紙
後
近
密
之
者
の
ミ
病
気
大
切
之
趣
相
触
れ
其
他
者
公
辺
向
相

済
候
後
申
遣
ス

但
し
京
都
伊
丹
者
官
命
有
之
候
後
死
去
之
知
せ
葬
式
日
限
追

而
両
度
二
知
ら
せ
候
事

平
兵
術

お
れ
ん
様
お
梯
様

寺
参
り

さ

や

や

と

ひ

た

こ

同

し

き

さ

同

し

そ

よ

同

し

ま

さ

同

し

当
町
髪
結

垣
外
番

文
四
郎

お
さ
い

や
と
ひ

僕
弐
人

同
弐
人

同
壱
人

―
二
九

天
満
与
力
衆
者
岡
橋
丈
助
名
前
二
而
連
名
回
状
ヲ
以
而
相
知
ら
せ
申

候
事
蔵
屋
敷
方
各
以
書
状
而
相
知
ら
せ
申
候
事

其
他
門
人
懇
意
等
＾
手
寄
ミ
ミ
カ
申
遣
シ
或
ハ
以
書
状
相
知
ら
せ
申

候
事

一
沐
浴
不
用
旧
例
手
盤
二
ぬ
る
湯
二
而
手
拭
二
而
ぬ
ぐ
い
お
く
事

一璽目
旧
例
不
用
並
河
氏
之
勧
二
よ
り
用
之
不
漏
臭
而
よ
し
可
為
永
式

一
穿
城
旧
例
出
入
手
伝
へ
申
付
ル
貞
固
埋
葬
之
節
寺
へ
申
付
ル
費
用
貴

け
れ
共
万
事
都
合
よ
し
故
此
度
も
申
付
ル

一
素
輿
旧
例
素
輯
ヲ
用
れ
共
井
河
家
製
二
よ
り
用
之
其
便
な
る
二
よ
つ
而

な
り
図
寸
法
在
前

一
充
襄
旧
例
用
殻
皮
貞
固
之
節
井
河
氏
家
法
ヲ
以
而
桐
木
屑
ヲ
充
甚
此
度

従
之

（

ヤ

プ

＞

）

（

ヤ

プ

＞

）

一
八
日
出
棺
前
柩
を
西
灰

□口
移
し
素
輿
之
内
二
安

0供
線
香
別
而
香

（
ヤ
プ
レ
）

炉

□日
焼
香
さ
せ
る
事

一
借
り
人
之
事
尼
市
B

岡
橋
汐

福
吉
方



古
林
ふ

帳
場
前
二
記
ス

応
接
人
前
二
記
ス

井
河
汐
出
入
之
者
壱
人
四
日
汐
七
日
迄

一
包
金
之
事
六
日
升
平
店
二
而
諸
包
金
相
願
整
来
ル

一
革
島
新
五
郎
名
代
事

太
田
新
之
丞
出
阪
可
有
之
別
二
不
設
置
処
新
之
丞
出
阪
之
上
禁
中

御
用
二
付
火
拇
候
由
二
而
急
二
代
人
相
頼
候
へ
共
其
備
な
く
相
済

候

，

京
都
一
井
河
父
子
代
人
之
事

相
頼
候
へ
共
臨
衷
之
節
故
此
義
な
し

一
早
野
之
事
死
者
格
別
之
懇
意
故
行
列
二
よ
さ
し
候
へ
共
棺
脇
二
引
傍
ひ
被
参

候
様
相
頼

一
焼
香
列
読
出
し

田
辺
屋
仁
右
衛
門
相
頼

同
壱
人

懐
徳
堂
関
係
研
究
文
献
提
要
因

〈
懐
徳
堂
関
係
研
究
文
献
提
要
因
〉
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（
『
季
刊
日

⑯
論
文
益
吋
野
谷
勝
「
懐
徳
堂
の
歴
史
観
」

本
思
想
史
』
第
二
十
号
、
昭
和

58
年
）

本
論
文
は
、
懐
徳
堂
の
中
興
期
を
代
表
す
る
中
井
竹
山
•
履
軒
の
著
述

を
通
し
て
懐
徳
堂
の
歴
史
観
の
特
色
を
考
察
し
て
い
る
。

一
、
中
井
竹
山
の
『
逸
史
』

寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
の
船
場
・
天
満
の
大
火
に
よ
る
懐
徳
堂
類
焼

か
ら
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
の
懐
徳
堂
再
興
工
事
竣
工
ま
で
の
問
、
竹

山
は
幕
府
要
路
に
対
し
て
再
興
の
援
助
を
稼
極
的
に
働
き
か
け
て
い
る
。

そ
の
二
年
後
の
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
に
、
竹
山
が
既
に
成
稿
し
て
い

た
『
逸
史
』
を
献
納
せ
よ
と
の
幕
府
の
命
が
下
っ
た
。
そ
れ
以
後
、
寛
政

十
一
年
五
月
二
十
八
日
に
『
逸
史
』
を
献
納
す
る
ま
で
の
経
緯
は
、
竹
山

の
「
自
序
」
に
明
ら
か
で
あ
る
が
、
同
書
中
の
「
進
逸
史
賤
」
に
は
、

「
自
序
」
か
ら
は
看
取
し
得
な
い
『
逸
史
』
編
述
の
目
的
を
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
る
。

「
自
序
」
に
よ
れ
ば
、
起
稿
以
来
五
回
の
推
敲
を
重
ね
、
天
明
年
間

（
一
七
八
一
！
一
七
八
八
）
よ
う
や
く
完
稿
し
秘
蔵
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

図
ら
ず
も
将
軍
家
に
聞
え
、
寛
政
十
年
十
一
月
に
献
納
の
命
が
下
っ
た
た

め
、
急
ぎ
繕
写
に
努
め
、
寛
政
十
一
年
四
月
に
そ
れ
を
終
え
、
五
月
二
十

八
日
献
納
の
運
び
に
な
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
「
進
逸
史
賤
」
に
は
、

「
英
主
」
の
「
英
」
の
字
が
、
後
桃
園
天
皇
（
在
位
、
明
和
七
年
1
安
永

八
年
）
の
認
を
避
け
て
「
英
」
と
闘
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、

『
逸
史
』
は
、
幕
府
が
献
納
の
命
を
下
す
以
前
、
明
和
七
年
（
一
七
七




